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本
書
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；ゾ
ン
大
学
教
瘦
ガI

ス
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:
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导
元
教
授
故
ラ
ィ
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ミ
ル
ズ
の
共
著
：
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W
o
r
k

の
部
分
約
七O

頁
の
邦
訳
で
あ
る
。
原
書
は 

オ
.ク

：

.ス
フ
ォ
ー
ド
大
学㈦
^

部
か
ら
出
版
さ
れ
わ
が. 

国
で
も
広
ぐ
読"ま
.れ
て
い
た
.が
、T

九

五

<

^

ソ 

G
a

f

 B
o
o
k

と
し
て
紙
装
版
が
出
さ
れ
て
い
る。
,

.

こ
の
原
書
は
巻
頭
に
么
こ
に
邦
訳
さ
れ
た
ゥ
ニ

 ー

パ
一 

I

の

「

人
と
業
績」

，
と
い
ぅ
序
論
を
，載
せ
、
第
一
編 

.

は

「

学
問
と
政
治」

と

題

し

て「

職
業
と
.

し
て
の
政
：

.

治」

お
ょ
.び

.飞
職
業
と
し
て
の
学
問

」

：
を
収
め
、
.第 

ニ
編
に
は「

権
カ」

'.
'
-と
題
し
'て
.

「

経
済
と
社
会」

お 

.

よ

び「

社
会
学
•
社
会
政
策
論
集」

の
申
か
ら
7「

権」

力

の

構

造

」
「

階

級
•ン

身

分.
党
派」

.「

官

燎

制

」
「

力 

■リ
：ス
マ
的
支
配
の.社
会
学」

.「

規
律
の
意
味」

.
を
、
.
. 

.第
三
.編

は「

ま
？

一
 

と
題
し
そ「

宗
教
社
会
学
論
集

」

'

か
ら
:「

世
界
諸
宗
教
の
社
会
理
論

」

.つ
フ
ロ
.テ
ス
タ 

ン
ト
教
派
と
資
本
主
義
の
精
神1-
-

-1
宗
教
的
現
世
拒 

否
と
そ
の
諸
方
向

」

.を
、
第
四
編
に
は
極
め
て
興
味 

深
い
経
済
史
的
論
文

「

資
本
主
義
と
ド

ィ
ッ
農
村
,&

.

.会J、
「

国
我
姓
と
ユ
ン
力
丨

」

の
外
に
、「

宗
教
社
,

へ
会
学
論
集」

±
り

「

バ
ラ
モ
ン
と
カ
ス
ト

」

お
よ
び 

:「

中
国
の
読
書<1

,

を
政
録
し
て
：い
を
。.
'ゥ
H

Iバ 

■
.

丨
の
著
作
に
は
こ
の
ほ
か
に
も
大
部
の
重
要
な
も
の
_ 

が
多
く
ぁ
?>
.が
，
ガ
ー
ス
及
び
ミ
ル
ズ'の
編
著
.は
'

い
.
.わ
ば
ゼ
ミ
ナ
ー.
.ル
用
に
手
際
よ.ぐ
ダ
ィ
ゼ
ス'ド
し
，
 

て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

V
;

:こ
こ
に
邦
訳
さ'れ

た「

序

論」

は

、

ゥ

ェ:|
バ
ー 

.の
最
も
よ
き
内
面
的
理
解
者
た
る
妻
マ
リ
ァ
ン
ネ
に
一 

よ

る「

ゥH

丨
バ
丨
伝」

を
中
心
ヒ
、
彼
の
学
問
べ 

の
烈
し
い
精
進
、
病
気
の
苦
し
み
、
ァ
メ
り
‘力
旅
行
、

. 

「

多
面
的
人
間
像j

お
.ょ
び
：

「
精
神
の
緊
張
,-
.
:を
扱
，
 

つ
て
い
て
々
の
共
感
と
同
情
と
興
味
を
限
り
な
べ 

そ
そ
る
"
第
一
一
章
：

「

政
治
敝
関
心
1_
-

は

敗

治

的

知

識 

人
ウ
：H
.
Vハ
ー
が.国
搀
主
義
的
立
場
に.立
ち
.
.っ
，っ
も
,

ぐ

. 

ー.
.
0四

：
(.

一
九
四

) 

r

ビ
：
ス

マ

ル

，ク

的

•
カ

ィ

ザ

ー

的
^

制
に
^
い
反
感
を 

も
ち
、
民
主
的
方
向
を
示
し
て
.い
る
点
を
指
摘
す 

.
る
。
第
i
i
l章
.「

知
的
志
向
,-
.
は
ゥ
V
-
丨
バ
ー
の
マ
ル 

.

ク
ス
主
義
観
、
官
僚制
と
力
リ
ス
マ
の
日
常
#
を
論 

じ
て
方
法
論̂

ま
で
及
び
、
.そ
の
近
代
文
化
観
を
分 

析
す
る
。
'
.
'
'

.
'.

:

以
上
の
如
く
、
本#:
は
ゥ
エ—

パ—

を
.r

兹
督
教

的
ヒ.

ユ
I

マ
ニ
ス
ト」

や

「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
ィ
デ
オ

ロ
ー
グJ

と
し
て
の
み
扱
わ
ず
、
内
在
的
理
解
を
示 

す
'
い
ゎ
ば
ァ
メ
リ
ヵ
人
の
見
た
ゥ
エ
I
パ
ー
論
で 

あ
る
。(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房•
社
会
科
学
選
書33
.
‘ 

ニ
ニ
五
頁
•
三
五
〇
円

)

'
:
,

■ 

I中

村

勝

己—

.
■,
'
. 

r

'

-

v

-

'
■
■'
:

:

* 

'

■

:

野
一
々
村'
一
；雄

著
：

.

' 

-

.

,

'『

ソ
'

ヴ
エ
，ト
学
入

門』

：

.

.
-I
:ソ
連
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
自
身
が
多
く
を
語
っ
て 

.
ぃ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
連
の
各
般
の
間
題
を
説
明
す 

:

る
書
物
や
資
漸
が
い
く
つ
も
ソ
速
か
ら
出
さ
れ
て
い 

.る
。
ま
た
、.ソ
連
社
会
の
本
質_を
な
'す
社
会
主
義
に 

..
■
つ
い
て
%:
理
論
的
解
説.は
マ
ル
'ク
ス
以
来
汗
牛
充
棟

も
た
だ
な
.ら
ぬ
ほ
ど
出
版
さ
れ
て
い
る
。
*た
が
へ
ゾ 

通
は
必
ず
し
も
ゾ
遮
人
自
身
が
考
え
て
い
る
も
：の
と 

同
じ
で
は
な
いし
、
ソ
速
社
会
主
義
は
社
会
主
義—*
*

.

娘

と

も

違1

。
：そ

こ

，
で

ロ

シ

ア

人

以

外

の

人

間

於

外
 

部
か
ら
、
ソ
速
を
具
体
的
に
見
て
'

.

ソ
速
に
：つ
い
て 

の
客
観
的
•'綜
合
的
な
理
解
と
判
断
を
下
す
必
要
が 

生
じ
て
く
る
。
ソ
ヴ
エ
ト
学
は
.
こ
.の
よ
ヶ
に
し
て
生 

ま
れ
た
，。
.
言
葉
を
か
え
：て
い
え
ば
、
.

ソ
.ヴ
ェ
ト
学
と 

は
、
ソ
述
を
外
が
ら
正
し
く
見
る
こ
.

と
で
あ
り
、

r

y
 

ヴ
エ
.

ト
学
.
入
^

』

之
は
、
ソ
運
を
外
か
ら
.

I

こ
の
.

場
合
は
日
本
人
と
し
て
■.
の
立
場
か
^

.

-
-
正
し
く
見

る
た
め
の
、
あ
る
い
は
、
綜
合
的
>
体
^

⑽
な
.ソ
速 

.
を
形
成
す
る
た
め
の
V

1

つ
の
手
引
き
と
い
う
こ
と 

に
な
るy

以
上
長
々
と
序
文
を
引
用
し
た
が
、
幾
分
耳
新
し 

い

「

ソ
ヴ
エ
ト
学」

と
い
う
言
葉
を
著
者
の
言
葉
で 

説
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
日
本
語
で
は
耳
が
，し
い 

こ
の
言
葉
は
、
，実
は' 
英
語
で
.は：

S
O
Y
i
e
t
o
l
o
g
y

と 

か

.
g
i
e
l
a
Q
g
y

と
か
し
ば
し
ば
使
わ
れ
、
最
近
で 

は
中
共
に
つ
い
てSi

n
o
l
o
g
y

と
：い
う
言
葉
%
使
わ

れ
は
-
じ
め
た
。
こ
の
言
葉
は
主
に
、.

ソ
連
な
い
し
は

. 

.
一,

. 

ク
レ
ム
リ
ン
の
動
向
に
注
意
を
は
ら
い
、
革
命
記
念

新

刊

紹

介

日
の
と
き
フ
ル'V

チ
ョ
フ
の
：隣
に
い
る
の
は
誰
か
な

-
 

■

.

-

- 

'

ど
を
調
べ
て
.ソ
連
政
治
権
力
の
変
化
を
研
究
す
る
こ

と
に
使
わ
れ
て-ぃ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
ン

「

学」

と

い
う
字
を
つ
：け
て
い
る
於
果
た
し
て
'「

学」

に
値
い
.

す
る
の
か
ど
う
か
私
に
は
疑
間
で
あ
る
。：
野
々
村
.氏
；
.

.の
,「

ソ
ヴH

ト
学」

は
こ
，の
意
味
と
は
ち
が.つ
:て
体

系
的
に
&
解
す
る
と
.い
.う
と
.
_と
ら
し
い
。
し.か
.し
本

来
経
済
学
と
か
政
治
学
と
か
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は

便
宜
的
な
も
の
で
、
そ
の
，目
ざ
す
所
は
綜
合
的
判
断

に
あ
る
の
だ
：か
ち
特
に/「

学」

と
い
わ
な
く
て.も
；い

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
；。
著
者
が
参
考
文
献
の
と
こ
み
，

.で
述
べ
て
'い
る
よ
う
.に
、「

ソ
ヴ
ヱ
ト
学」

•の
一
般

的
書
物
の
見
当
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
個
別
的

,
研
究
.こ
そ
が
.ソ
'ヴ
ヱ
ト
学
の
深
い
研
究
を
示
す
も
の

な
の
で
あ
る
。

し
か
し
本
書
ぽ
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
地
理•歴
史
.
•
政

治
：
経
済
：.
ス
プ
ー
ト
ニ
ク.y
外
交
な
ど
多
く
の
分

.野

.を
大
ベ
ん
面
白
く
記
述
し
た
読
み
物
で
あ
る
。：

T

学」

.と
い
う
意
味
は
不
明
で
も
、
，ソ
ヴ
.エ
ト
の
概

観
を
知
る
好
個
の
手
引
書
で
あ
ろ
う
。

(

中

公

新
-'
f

1
ニ
.八
頁
.*,
1

0

0円)

'

.
丨加

.：

藤

.
'寛
丨
、

-

'
玉
野
井
芳
郞
編
著'

:

.

『

マ

ル

ク
.ス

値

格

裡

論

の

再

検

討』

. 

- 

- 

.

.

,

:

.
'

U

.

p

-

M

f,
*
ス
ゥ
ィ
ー
ジI

が
、
'『
資
本
主
義
' 発
展
の 

^;
お
6

て
、
ボ
ル
ト
キ
モ
ヴ
ィ
ッ
の
方
法
に 

ょ
り
な
が
七
、

マ
ル
ク
ス
の
価
値
，の
価
格
へ

 

'の「

転 

.形」

に
つ
い
て
論
じ
て
以
来
、
こ
の
問
題
は

「
転
形 

問
題」

と
し
て
ィ
*キ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
.の
経
済
学
者 

の
間
で
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し 

わ
が
；国
で
こ
の
問
題
が
真
剣
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ょ 

ぅ
に
な
つ
た
の
は
最
近
数
年
の
と
と
で
あ
る
。
こ
の 

こ
ど
ば
わ
が
国
の『

.資
本
論』

.研
究
が
、
他
に
例
を 

み
な
い
ほ
ど
進
展
を
し
め
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る 

な
ら
ば
、：.
ま
つ
た
く
木
思
議
な
こ
と
と
い
わ
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
.
あ
る
い
は
、
こ
の
现
象
は
、
 

わ
が
国
の
マ.ル
タ
ス
経
済
学
者
が
、

「

転
形
問
題」

を 

技
葉
末
節
の
議
論
と
み
な
し
，
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む 

.決
定
的
に
重
要
な
意
味
を.く
み
と
る
こ
と
が
■で
き 

■な
か
0
,た
こ
と
に
.ょ
-る
の
か
.も
し
れ
な
.い
。.
»実
、
 

「

転
形
問
題」

は
こ
れ
を
議
論
し
て
い
る
‘人
々
自
身 

に
と
つ
て
も
、
'か
な
ら
ず
し
も
そ
の
意
義
が
明
確
で

:ー
0
五

(

.一
九
S



あ
っ
-
た
^

い

う

こ
^ '
は

で

き

な
.い

セ

あ

ろ
1

?

.
:
へ 

.本

書
^ '
.
て

れ

束

で
0

^「

転

形

問

題」

.
''
/
;に
：づ
：_い
：：て
.. 

の
^

|
の
.論

成

を

整

理
0

、
：1
そ

の

意

義

を

あ
&

か
- 

に

す

る

と

と

，

 

も
に

、
 

多

而

的

な

角

度

か

ら

価

値

の

価
 

格

；
へ.
の

転

形

を
.検

討

す

今

第
—
部

ぃ「『

鞍

，
形

問

題

』

一 

を
^

で

っ

て」

;

桜

井

毅
>
'.
:
に

お

い

て

は

、

価

格

形. 

態

と

し

て

生

産

価

格

を

把

提

す

を

立

場

か

ら

、
'
こ

れ 

ま

で

め
.議

論

が

詳

細

に
€

討

各

れ

、
：.総

価

値=

総

偭

：
 

格

、
一

総

剰

余

価

値

=

総

利

潤

の

命

趴

が

無

意

味

‘で

あ 

()
.
、
.

.

^
表̂

式

的

均

衡

を

価

値

以

段

階

と

価

格

の

段

：
 

階

で

、.
別

々

に

考

慮

：す

る

こ.と

が

不

当

.で

あ
る
こ
と 

が

指

摘

务

れ

て

い

る

。

第

ニ

部.

「

価

格

理

論

と『

転 

形

問

題』
j

.(

公

文

俊

平
.
竹

内

靖

雄
,
神

里

公)

.で 

は

表

式

的

均

衡

と

禅

生

産

、

利

潤

率

，
.
実

質

賃

金

率

な
ど
.の

を

め

ぐ

づ

て

、.
Mfi
:̂
元

と

価

格

次

一

兀

.

.
.

• 

■

と
の
差
異
が
追
求
さ
れ
、
生
産
価
格
体
系
は
価
値
に 

よ
る
と
'と
な
く
決
定
す
る
こ
と
が
.可
能
であ
り
、

' 価
' 

値
を
価
格
に
転
形
す
る
と
と
は
無
意
味
な
計
算
遊
戯

で
あ
る〔

と
結
論
さ
れ
る
。
：

(

も
っ
と
も
神
里
氏
は
利，

.

-

潤
率
に
つ
い
て
、
価
値
タ
ー
ム
：の
そ
れ
.を
第

 

一•
次

接
. 

近
と
し
て
評
価
し
てい
る
。

M-
三

部「
『

転
形
間 

M

J
:
へ
の
コ
へ
メ

 

X
トj

 

'

(

中

村

隆

英*•
:
:村

上

泰

亮

)

.

;
は
表
式̂

ぬ
関
連
、'
商
業
資
本
と
の
§

、
、技
術
的
ぐ 

か
代
替
の
問
題
な
ど
に
ふ
れ
た
興
味
あ
る
コ
メ
ン
ト 

で
あ
る
。

•

■'
本
書
め
諸
論
文
ば
か
：な
ら
ず
し
も
共
通
の
；立
場
が
：
. 

ら
窖
か
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

(

と
く
に
第
二 

部
と
他
の
■部
分
と
で
は
.か
な
ヶ
の
.へ
だ
.た
'り
.が
.あ
る
.
. 

と
思
わ
れ
^

'.
そ
：の
結
論
も
ま
也
一
致
し
た
も0
と
ー 

'し
で
は
提
出
さ
れ
て
い
，な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の 

諸
論
文
终
7K
唆
す
る
こ
と
は
大
ざ
っ
ぱ

、に
.：

い
.え
、ば
： 

「

労
働
価
値
説
を
価
格
決
定
の.基
礎
に
お
-<
の
は
，ff
i
 

当
む
ず
か
山
い」

'(

は
し
が
き
，.玉
野
井
芳
郎

)

.
と 

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。.
と
す
れ
ぱ
価
格
勝
論
か
ら
の 

こ
の
よ
う
な
労
働
獅
値
説
の
評
価
は
、
'労
働
価
値
説 

'の
#

在
に
と
づ
て
ど.の
よ
'う
.な
意
義
を
も
つ
の
で
ぢ 

ろ
5

か
.。
そ
れ
は
単
に
労
働
価
砠
説
の
部
分'的
否
定. 

に
と
ど
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
全
体
^
な 

杏
定
に
つ
ら
な
る
，も
の.な
の
で

あ

ろ

う
か

。
*?
そ
レ 

ぐ
こ
の
問
題
は
あ
ら.た
め
.で
_

論
し
；な
け
れ
ば
な
ら
へ 

な
V
問
題
で
あ
ろ
う
、求書

.に
た
い
す
る
，

「

ォ
|
ソ
. 

ド
ッ
.ク

ス
.

マ
ル
：ク
シ
ス
ヰ
卜
た
ち
の
反
響
が̂

#
 

さ
れ
る
-
.
:

(

青
木
書
店
'
入
5

;
±
九
七
貝
.
九
三 

〇
円)

.

•

:

'.
^

樣
丸
悦「

胡
，

ゾ

:

:吉
田
静
~
著
：.
.：

'
;
.
/

:
■-『

：フ

ラ

ン
.ス

童

商

主

義

論
0=
.
^
^

イ
ギ
.リ
ズ
重
商
主
義
研
究
：の
成
果
と
、
バ
そ
の
分
析 

方

法

に

よ0
て
''
フ
ラ
シ
ス
重
商
主
義
へ
の
再
接
近 

を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
、
と.い
え
ば
、
こ
の
研
究
の
も 

'
っ
と
も
端
的
な
性
格
づ
け
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ 

な
で
ゆ
対

象
と

な

る

フ
ラ
ン
ス
重
商
主
義
と
は、
' 予 

想
さ
れ
る
よ
う
な
、

コ
ル
べ

ー

ル
の
時
代
の
そ
れ
で 

は
な
く
、
市
民
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ス
の
大
陸
封
鎖
に 

.現
わ
れ
.た
経
済
政
策
を
さ
す。

.

.

.

.

.イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
研
究
に
よ
っ
て
、
重
商
主 

義
：は

一

一，
つ
の

段
階
を
.も
づ
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ 

fc1.

つ
.
.は
、
王
.
.の
金
庫
を
.ふ
く
ら
ま
'せ
る
た
，め
の
、
 

「

絶
対
王
制
的
重
商
主
義

」

.
で
あ
り
、

他
は
国
内
産 

業
資
本
育
成
の
た
め
の

「

議
会
的
逭
商
主
義

」

と
で

あ
る
9

と

こ
ろ
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
は
、

コ
ル
ベ 

丨
ル
テ
ィ

.ズ
ム
の
名
が
示
す
と
お
り
、
重
商
主
義
は 

コ
ル
ベ
ー
ル
：
に
の
み
結
び
つ

く

と

い

う
理
畠
が
、
 

.暗
黙
の
う
ち
に
前
提
さ
れて
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

，こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、

.
ィ
ギ
リ
ス
、
1&
商
主
義
研
究

展
開
に
関
す
る
最
近
の
研
究
成
果
が
、
産
業
革
命
を

 

こ
の
よ
ぅ
に
本
書
は
、
.そ
の
問
題
提
起
自
体
と
し 

媒
介
と
す
を
産
業
資
本
の
：支
配
の.確
立
過
程
と
具
体
て
意
味
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
い
え 

的
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
か0
た
た
め
.で
あ
り
、
' 第

三

.ば
、
こ
'の

問

題

が

，.
、

上

に

の

ベ

た

他

の

1

一
つ
の
モ
メ 

に
，、
産

業

資

本

発

展

の

論

理

が

、

1

般

に

そ

の

典

型
.:
ン
ト
、
つ
ま
り
、
.'市
民
革
命
と
農
民
層
の
分
解
過
程 

と
さ
れ
る
ィ
.ギV

K
U

集
中
し
て
研
究
さ
れ
て
き
，たi

.:
J

と
の
，つ
な
が
り
の
中で
、.

必
ず
し
も
十
分
有
機
的
に 

た
め
で
も
あ
る
と
い.え
よ
ぅ
。/
市

民

革

命

、
.；.自
営
農 

民
層
の
成
立
お
よ
び
分
解
過
程
、
そ
し
て
産
業
資
本

で
え
ら
れ
た
重
商
主
義
の
ニ
つ
の
段
階
と
い
ぅ
概 

念
を
フ
ラ
ン
ス
に
適
用
し
、
コ
ル
べ
I
 
■ル.テ
ィ
ズ
ム 

.は
、
厳
密
に
は
王
室
財
政
の
た
が
の
質
易
政
策
で
'あ 

つ
て
、

ギ
ル
：ド
的
規
制
、

'特
権
、
独
占
を
そ
の■政
策
.

Iの
骨
子
と
し
，
，.国

内

産

業
資
本
の
自
由
な
発
展
に
は 

.阻
止
的
な
役
割
を
果
す
も
の
で.あ
る
■こ
と
、.
.産
業
資
，
 

本
の
育
成
を
主
限.と
す
る
議
会
的®
商
主
議
の
段
階.

は
、

フ
ラ
ゾ■
ス
で
は
舉
命
政
府
と、
' 
デ

•ホ
レ
オ
ン
の.
. 

経
済
政
策
の
中
に' 

見

出

す

べ

き
こ
と
を
主
張
一
.す
:'
, 

.る
。
そ
の
点
、
著

者

の

、'資
本
主
義
発
展
：の
既
暾
と；
, 

型
の
意
識
は
明
確
で
あ
る
：

:

そ

の

意

味

セ

こ

：の

段

階

の

：

.ラ
ラ
ン
ス
：
重
商

主

義

.； 

は
、
国
内
産
業
の
自.
S

L
反

独

占

，
反

特

權

、
反

ギ：； 

ル
ド
^

_

の
生
，

対

外

的
な
保
護
政̂

—

 

ィ
ギ
リ
ス
資
本
と
の
対-杭
の
必
要—

に

ぉ

：ぃ

て

，、 

み
ず
か
ら
.を
表
明
す
る
と
い
ぅ
。

:

従
来
"

フ
ラX

ス
資
本
主
義
発
展
の
研
究
は
、
ー
ィ 

ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
ダ
お
く
れ
て
い
る
。
., 

そ
れ
は
第一

に
、

.

，フ
ラ
ン
'

ス
の
歴
也
研
究
が
、.
政

治
. 

革
命
と
し
て
の
大
苹
命
f

c

集
中
し
て
ぎ
た
た
め
で
あ 

ゥ
、
：第
ー
.
：ー
に
、
.
ょ

ぅ

や

く

盛

ん
^

な
つ
た
ブ
ラ
ン

.

ス
：
 

革
命
を
め
ぐ
る
農
民
問
題
、
な
い
し
へ
:土
地
制
度
の
ゾ

の
.
.展
開
と
の
‘三
つ
の
モ
.
.メ..

ゾ
ト
が
.ど
.の
よ
.う
に
.■.有
_ 

. 

.

.機
的
に
結
び
つ
く
か
、
そ
れ
を
真
体
的
に
検
討
す
る 

こ
と
が
、
今
後
のフ
ー
フ
ン
ス
研
究
の課
題
な
の
で
は
M

'
 

な

：か
：
ろ

う

：か

: *— 

..
-

■

;

、

と
•こ
ろ
で
本
書
の
意0
は
、
そ
5

い
う
問
題
の
ず'.(

ベ
て
に
解
答
しよ
う
と
い
：う

こ

とで
は
な
く
、
.フ
ラ

.••

.

. 

.

.

.

.

. 

.

■

’

ン
ス
革

命

と

ナ

ポ

.
レ

オ

ソ

へ

を

、

フ
-ラ
ン

ス

產

業

資

本

;

.
'
の

発

展

：
と

い

う

見

地

'
か
ら
苒
撳
討
す
べ

き

で
あ
る
と 

.

い

う

問

題

提

起

に

，あ

0 :

た
一
と
ぃ
_
ぇ

ネ

。* .

者

は
、

..
'

.フ
ラ
ン
：ス
産
業
資
本

|
展
，.の
^ >
理
を
：革

命

政

府

や

ナ

' 

'
ボ
>

オ
ソ
：や
シ»

:
タ
ル
の
鶴
済
政
策
の
.中
に
検
証
ン.

し
だ
。
そ
の
点
重
商
主
義
を.

11

ル

,^
丨
ル，

に
の
：
み
結 

ノ
び
：
つ

け.市
民
革
命
を
主
に
政
治
盼
過
程
^
し
で
趣 

.解
し
だ
従
来
の
見
解
に
対.し
て
重
耍
な
問
題
提
起
を.

果
•
し

て
.
いK

?。

.

.

分

析

さ

れ

'
、
結

び

.
つ

け

5-

れ

て

い

る

、
と

は

い

え

な

い
 

こ

と

が

指

摘

ざ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

，。

そ

れ

は

、

初

期
 

:

産

業

資

本

の

展

開

が

、

：

重

商

主

義

的

6

6

と

於

6

の 

中

で

の

み

検

証

さ

れ

る

に

と

ど

ま

り

、

構

造

的

分

折
 

K

ま

で

深

め

ら

れ

な

>

°:

た

：た

め

と

思

わ

れ

る

。

分
 

析

が

政

策

の

分

析

に

と

ど

ま

づ

た

.
こ

と

は

、

他

方

、 

産

業

資

本

育

成

の

政

策

が

；’

い

か

'
に

し

て

あ

.か

务

"
 

論

理

体

系

と

し

て

の

経

済

学

.
に

ま

で

結

晶

さ

れ

る
 

■
か

、

そ

の

閲

連

を

今

後

の

課

題

と

し

て

残

す

結

果

と
 

な

っ

た

。

ィ

ギ

リ

ス

.重

.商

主

義

が

学

史

研

究

と

緊

密
 

に

結

び

つ

い

て

い

を

こ

と

と

対

比

さ

れ

ね

ば

な

ら

な
 

い
ハ
。

：

と

は

い

え

、
問

題

提

起

は

な

さ

れ

た

の

で

あ

り

1 

提

起

さ

れ

た

問

題

ば

わ

れ

わ

れ

に

も

課

さ

れ

て

い
 

る

。

(

未

来

社

-

<

5

 
ニ

ー

五

三

頁

.

•
五

八

O

円

)

パー

野

地

洋

行—


